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資料１ 

 

重要政策（平成 20年度テーマ）の評価（答申（骨子）案） 

 

 

Ⅰ 地震対策のうち建築物の耐震化及び地震保険（国土交通省、財務省） 

 

第１ 建築物の耐震化（国土交通省） 

１ 建築物の耐震化の効果 

（１）直接的効果 

（２）副次的な効果 

（３）地震防災戦略の減災目標 

２ 建築物の耐震化促進のための施策の効果 

（１）耐震化に関するインセンティブ構造 

（２）各種施策の効果 

３ 被災者支援策が建築物の耐震化に及ぼす影響 

４ 耐震技術の開発及び普及等 

（１）低価格で信頼性の高い耐震技術の開発及び普及 

（２）悪質な業者の存在の影響等 

５ 建築物の耐震化促進のための代替案の検討 

６ 建築物の耐震化への関心の低い者に対する効果的なアプローチ 

 

第２ 地震保険（財務省） 

１ 地震保険の効果 

（１）地震保険制度の必要性について 

  （２）政府による再保険の必要性について 

  （３）巨大地震への対応について 

  ２ 地震保険の加入促進のための施策の効果 

（１）加入率が伸びていない要因について 

（２）税の優遇措置の効果について 

（３）広報活動の効果について 

（４）保険会社における販売インセンティブについて 
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３ 保険内容が地震保険加入に及ぼす影響 

（１）保険料率水準について 

 （２）加入限度額と付保割合について 

 （３）地震発生確率の保険料率への反映方法について 

 （４）耐震割引等の割引制度の効果について 

４ 被災者支援策が地震保険加入に及ぼす影響 

５ 地震保険の加入促進のための方策の検討 

（１）加入促進のための方策について 

  （２）火災保険への強制付帯について 

 

Ⅱ 医師確保対策（厚生労働省、文部科学省） 

１ 医師数の決定方法について 

（１）必要な医師数の推計について 

 （２）医師配置標準と医師不足との関係について 

 （３）これまでの医師の需給見通しの推計方法について 

 （４）教育・訓練の拡充への対応策及びその効果の見込みについて 

２ 医師の偏在の是正について 

（１）病院勤務医の過重労働や女性医師の増加など、医師不足問題に関

する様々な要因に対する施策について 

 （２）経済的インセンティブの付与による医師の偏在を是正するための

諸施策について 

（３）地方勤務義務付けによる医師の偏在を是正するための諸施策につ

いて  

（４）医療機関の役割分担の明確化、機能の集約化について 

 


